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防災地下神殿とは？

・正式名称 「首都圏外郭放水路」
・洪水を防ぐために建設された世界最大級の

地下放水路。中川、倉松川、大落古利根川等の
中小河川が洪水となったとき、洪水の一部を
ゆとりのある江戸川へと流す。

・地底50ｍ 総延長６.３km
・調圧水槽（地下神殿）…サッカー２面×１８ｍ







中川～綾瀬川流域は地盤が低く、水が溜まりやすい

・1993年（平成15年）3月 着工
2002年（平成14年）6月 一部供用を開始
2006年（平成18年）6月 全区間の完成
⇒年平均７回稼働。
例）2015年9月9日 栃木県・茨城県

線状降水帯 → 10日鬼怒川左岸堤防決壊
⇒春日部市はより多くの雨量も被害なし
（洪水流入量は約1837万トン、

50ｍプールで約1万2247杯分）

・ポンプ４台（ガスタービン）
⇒14,000馬力 小学校の25ｍプール１杯

（200トン）を１秒間で放水
・そもそも、なぜ江戸川の方

が高地なのか…？
（いわゆる「天井川」の

でき方ではない…）
東京都 ：1,400万人
江戸初期：1,015万人
江戸中期： ？



また次回報告します！


